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ご力 月推影末″ゴ
マンホールの前で

10月23日(土)、赤塚公園におして 『第 2□ 自然発見ウォーキング』カミ開催されました。参加者は約

170人。

今年の見どころは、 3月 に完成した美術館前の自然池です。完成後約半年を経て池の様子もだいぶ

変わり、参加者にはトンポやチョウの仲間が数多く来ていることや、ザリガニやパスなど
'と

いつた、人

の手によって入れられた生き物の弊書についても、十分に理解していただけたようです。

また、ウォーキング開催中にザリガニ採りの籠を仕掛けましたが、60匹程度が採れました。 6月 のか

しHぎり後、まただし靖く増えているようです。 (文章/長 崎哲二)

事前準備におけるコースの矢印作りには何人もの方が参カロしてくださり、作業も楽しくできました。

自然発見ウォーキングをやることで、たくさんの収穫がありましたが、一番よかつたことは、

多くの人がそれぞれ自分のできること、技術、特技を発揮してくださつたことです。また、今ま

でお会いする機会のなかつた方と親睦をはかれたこともよかつたと思います。

最後にもうひとつ実感したことは、準備をしつかりやるということです。これは矢田さんから

教えていただいたことです。大変なことですが、多くの人が気持ちよく参加するためには大切な

ことだと思いました。

参加していただいた皆様お疲れ様でした。ありがとうございました。 (文黄/小 松容子)
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コースは昨年と同様に、美術館をスター トし

て、自然池～郷土資料館横～竹林～赤塚 5丁 目

公園～乗蓮寺豪～湧水のマンホール～城址公園

～美術館へと戻るものです。

では、コースを一回りしてみましょう。

自然池を後にして、溜池方面へ。溜池を右手

に見て、傾いて木に支えられた大きな木の下を

くく
・
り、郷土資料館に沿って歩きます。この本

はイヌシデで、書の写真にも写されています。

左手は城址公園北側の斜面です。コナラやクヌ

ギを中心とした武蔵野の面影を残す林です。も

う少し季節が進め|ぎ、落ち葉が積もってお、か応、

かの地面になります。           |

車道に出て左折し、少し歩くと城llL公園西側

の入□があります。入ってすぐサイカチの木が

あります。足元に黒くて平らなサイカチの実が

落ちています。右手は竹林、左手は城址につな

がる斜面です。風にゆれるこずえの書や鳥の鳴

き声などが聞こえてきます。

薄暗い林を抜けると、明るく開けた赤塚 5丁

目公園の横に出ます。ここには、オニグルミが

実をつけています。区民農園に沿って歩くと、

左手は柵で囲まれた空き地で、車が生い茂って

詔紹罷撤年饉化生開管動墨響

います。虫の声が聞こえてきます。

道の突き当たりを左折して、その先の階段を

降ります。城址公園の南側に来ました。左方向

へ道なりに進むと、右手に乗連寺の裏へ上がっ

ていく公園があります。その奥の階段を上がっ

ていきましょう。ここでも、多くの鳥たちが鳴

き交わしています。    ｀

階段を登りきると大仏様の後姿が見え、先の

公園には、ヨナラの ドングリがたくさん落ちて

います。その奥の階段を降りていきます。

降りたところは不動の滝の近くで、湧水のマン

ホーブ陶ミあります。湧水の水温は17度、水量は約

20～302/分 。冷たくて気持ちの良い水です。

湧水を後にして美術館方向へ。信号を左折し

て城址公園へ上り、登りきるあたりで、左手に

先ほど通った乗連寺裏の公園を見下ろせます。

城址公園南側から上の広場に向かって進みま

す。栗の本には冬芽が、ホウノキには大きな葉

がついています。広場に入って右側には、会で

作った柵があります。これは東側斜面を守り、

草地の回復を図るためのものです。

城祉から溜池の方へ降りて、自然池に戻ると

いよいよゴールです。これで一回りしました。

何かすてきな発見がありましたか。

参加者にはアンケー トに答えていただきまし

た。身近にこのような自然があることを再認識

したとの感想が多く寄せられました。

アンケー ト結果については、次回の会報で詳

細にお伝えします。

今回は、多くの会員の方にお手伝いいただき、

会員同士の交流も深まりました。皆さんご協力

ありがとうございました。 (文責/長 崎哲工)
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工作教室で。上手に出来たね/

自然池の前では竹網工、美術館の中では工作

教室が開かれました。

ドングリや落ち葉などを使つた工作教室では、

赫 めブローチや人形など
・アイデアいつぱいの作品が

出来上がりました。竹細工では、竹とんぼや一

輪挿し、けん玉など
.が

できました。どちらも家

族連れを中心にたいへん賑わいました。
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々電露苫ごも好評 竹 馬乗りは子供が夢中 (つ

いでに一部の大人も)



■縛∬ み力 ど先霧″号 19鉛年 〃ガイタβ

10月7日、緊急意見交歓会 『荒川笹目橋緑地

の自然回復のこれから』として、荒サ||の自然地

の工事が中止されたことについて、建設省とし

ての見解をお聞きしました。

建設省荒川下流工事事務所事業計画課長によ

ると、板橋区と戸田市の話し合いの結果、「笹目

地域は戸田市の土地であるが、戸田市はこれを占

用しない」。また、「板橋区は下流から整備を進め

ているので、ここを整備するとしたらもっと先の

話」と、さしあたりこの土地に責任を持つべき占

用者がいないことが明ら力Hこなりました。

そして、「建設省としては、どこかの自治体

が占用してくれないと、市民団体にも占用許可

を出せない」また 「工事が中止になったからと

言つて何もしないというのではなく、観察会な

ど地道な活動を続けることが重要だ」というこ

とです。

以下に、そのときの議事をまとめました。

くいままでの経過を加々見さんより報告〉

・1997年 環 境会議

荒川の自然回復をどうするか、どう進めた

らいいかが話し合われ、プランが立てられる

(この時点では、区が占用を考えていた)

・水と緑の会と荒川回復団が見学会、自然観察

会など
1を

催す

。1998年 環 境会議

荒サ||の現状を報告し、その後のプランづく

りがなされる

・『第 1回市民案』を建設省に提出

・ “実験池
"の

整備が始まる

。1998年秋  『第 1□市民案』修正案を提出す

る。

・1999年春 区 は占用しないという方針に転換

された。現状では、広すぎて占用は難しいと

いうこと。

く議事内容の抜粋〉

水と緑 (水と緑の会会員の略、以下同)板 橋

区が占用する以外に、市民団体があそこを使っ

て活動する方法はないのか ?

建設省 市 民団体といえども、特定団体 (野球

チームなど)と 同じだから、今の段階では活

動できない。

水と緑 特 定の人が使つてはいけないと言うが、

野球場はいいのか ?

建設省 許 可したわけではない。

水と緑 地 形をいじるのはいいのか ?

建設省 こ れまで実験池が掘られたが、原則を

言えば掘つたりするのには許可がいる。

水と緑 市 民団体とはど
tの

範囲を言うのか ?

建設省 NPOと かNGOと かで活動している

のが市民団体。

水と緑 あ そこを自然地にという計画だが、何
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もしていない状態だと放置されたまま。建設

省が自然地として残す場所として位置づけら

れないか ?

建設省 将 来的な計画として自然地だが、自然

地として人が立ち入れない場所にはできない。

水と緑 例 えば、いま野球チームが草を刈つて

しまっている。それを草っ原の状態にできな

いか?

ネットも勝手に張っている。それはいけな

いと言えないのか?

建設省 ネ ットを張つていることについてはダメ

だと言えるが、草刈りは言えない。草を刈らな

しつが自然地だと誰が決めたのか?

自然に放ったらかしにしておいても、人が何

かをして自然にそうなっても、どちらも自然だ。

(私たちが考える自然と、建設省の考える

自然という定義にはズレがある。私たちの考

える自然は 『自然地』。建設省の自然は 『な

りゆき』なのだ)

水と緑 建 設省の計画では自然地でも、もし、

区が野球場にすると言ったら、野球場が優先

されるのか?

建設省 優 先される。

水と緑 建 設省が持つたままにして、三者 (建

設省、板橋区、市民団体)で やっていけるよ

うにできないのか?

建設省 そ れも含めて検討したが、実現できな

かった。

水と緑 お 金がからまないことだったら区もや

ると思う。違うかたちでのやり方はないのか?

建設省 違 うかたちといっても、具体的にあげ

てもらわないと答えにくい。維持管理に市民

団体がポランティアで協力するというかたち

だったらできるかもしれない。

水と緑 広 域だから手間をかけない管理でない

と。維持管理をきっちり求められるとポラン

ティアではできない。

建設省 区 に関わってもらわないと、建設省と

しては困る。整備後は、継続した活動と管理

が必要になるわけだから、区に関わつてもら

わないとそこまで出来ない。区が (占用して

自然地として維持管理し、自然回復活動を)

やると言えば、建設省は工事をやる。

(以上がこの日の議事をまとめたものです。そ

の後の話し合いでは、今後 『水と緑の会』とし

て、板橋区側の話を聞く機会を設けようという

意見が出され、終会になりました)

笹目橋下流自然回復予定地の現況

1999年 10月 10日現在

実験池を掘った当時より、草刈りのため草原

は減少、池と水路の境も人が歩くため踏み固め

られつつある。特に東側の池は縁まで刈られて

いる。刈った草が水路に投げ入れられていたこ

ともある。

このまま放置しておけば、 1年 後には元の状

態よりも自然地は減少すると思える。また、私

が心配するのは、橋に添つて残されたアシ原に

も悪影響がでるかも知れないということである。

ここは鳥ではセッカやオオヨシキリ、キジが

いる。 トウキョウダルマガエルもいるし、カヤ

ネズミも見つかるかもしれない。昆虫ではツパ

メシジミ、ギンイチモンジセセリが住み着き、

植物ではタコノアシやミゾカクシ、クサノオウ

がある場所である。いずれも板橋区内では荒川

沿い以外にはほとんど見つからない種類である。

(文費/釣 巻岳人)
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轡国橋緑地会場報告
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例年のように、今年も笹目橋近くの荒川河川

敷でクリーンアップと荒川の水質調査を行いま

した (10月24日)。

水質調査 h荒 川

COD8(mg/L) NH4  4(mg/L)

N 0 2  0 。1 5 ( r n g / L )pH   7(pH)当日は快晴に恵まれてゴミ拾い日和となり、

参加者は、いたばし野鳥クラブ、板橋自然と遊

ぶ会など
1の

団体を含めて総勢45～50名が集合し  ゴ ミ拾いでひと汗かいた後、野鳥クラフ提供
ました。特に元気の良い子供達の参加が目立ち の おいしい豚汁を囲んで、昼食を楽しみました。
ました (板橋区緑と公園課の応援もありました)。

  午 後は、荒川回復団リーダ
'一

の加々見さんを
さて、今年のゴミの散らばり状況ですが、土

 中 心に、笹目橋周辺で自然観察を行いました。
手の周辺では少なく、笹目橋の下 (むしろ粗大

  最 後に、参加者の感想をまとめます。
ヨ
1ミ

の宝庫)と 水際の散乱ゴミが多く見られま   .子 供も気軽に参加できるプログラムにして
した。そのためか、橋下の粗大ゴミを回収する

   欲 しい。
グループ、水際に溢れる散乱ゴミをかさ集める   。 ゴミが拾いされないほどあった。ペットポ
グループともに、一心不舌Lにゴミ拾いに取り組

   ト ルの数が増えた。
まれているようでした。 ・道に空き缶があったよ。モーターもあった。
粗大ゴミについては、毎年のように不法投棄

   臭 くていやになったけど楽しかった。
が目立つようです。

ゴミの集計と水質調査の結果は、以下にまと

めました。
木村 延 明 記

ゴミ集計 (ペスト3)
ゴミの下にも生き物が

1999年10月 24日

今回のクリーンエイドで、私がゴミの下で見つ

けた生物は

キポシアオゴミムシ (甲虫の仲間)   1匹

スズメガのさなぎ (種名は来年に判明) 1匹

ナメクジ               多 数

以上です。

特に地面に埋まっているゴミはよく生き物の住

家になっている。十分に土を振り落としてから□

収して下さい。 釣巻岳人

散乱ゴミ

飲料缶      533

スーパーなど
'の

袋 322

紙 層       280

ゴミ袋合計 45袋

組大ゴミ

タ イ ヤ  1 6

家電製品  8

椅  子   5

合計 50以上
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違い昔の暮らしと自然
(5)揺 するだけでない地震

矢田 茂

ちょっとした地震でも落ちる鶏小屋や納屋の

荒壁の修理は、子供たちの仕事であった。だか

ら、学校も休める地震は子供たちのお祭りであっ

た。地震が大きければ大きいほど休みも増え、

どんな地震でも大きく揺れれ|ぎ揺れるほど
・
、元

気を出した子供の頃を思い出す。

きは、地震がくれば、老人から子供まで自分

たちでできることを力を合わせてしたもんだ。

災害はしばし|ぎ平和な暮らしをこわしたように

見えるが、地震の強弱によっては子供たちに

『地震、雷、火事、親父』という言葉を思い出

させ、忘れがたい畏敬の念まで残している。

古い体験に、1944年の巨大な東南海地震があ

る。時刻は真昼のこと。体はコントロールを失っ

たダッチロール、受け取つた地震のサインは、

三度と見ることのない鳥の落ちる姿。それは百

舌ほどの大きさが五六羽、地球の引力に吸い込

まれるのか、矢のような速さで地面に向かって

きた。僅か一分足らずの悪夢だが、日はいつも

より不思議なほどよく見えているのに、手足だ

けは他人のようになって動かない。

そんな巨大地震の来襲を受け、身を守るもの

は、目を除けぼ何一つ五体の自由はない。しか

も自分で動けない状況では、使える目を頼りに、

そこから逃げ出すチャンスを狙うだけ。ようや

く掴まり立ちができれ|ぎ、助け合う人を探せば

よい。幸い私は、世話好きの人に当たり、見ず

知らずの方であったが命拾いをした。

家庭でできる地震の観測は、初動の微かな上

下動を伝えるP波 、続いて始まる横揺れのS次

この日常的に起こる小さな地震でも大地震の予

測はできる。

家庭で誰が地震を感じたか、揺れはいつ頃に

始まって何秒ほど
'と

、正確な震源と時間が判れ

ば、地震の観測も面白くなる。こうした基本の

防災感覚こそ、一家の全滅を防く
“
のではなかろ

うか。

このように、地震については様々な煩わしさ

もあるが、暮らしの文化もある。大|プさに言え

ば屍を積み重ねた、災書の歴史かもしれない。

しかし書は、この自然の便りを巧く使い、□

先ではない行為の触れ合いがあった。これこそ

コミュニケーションと覚えている。

この美風もいつとなく忘れられたが、人と汗

の交わりを運ぶ巨大な地震は、思い出したころ

やつてくる世直し屋さん。この大切な自然のお

使いを懐かしくお迎えし、私たちは頂くものは

頂き、世代に伝えるべきを残したい。
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平成11年9月25日の自然回復ポランティア活動

講座で、荒,|1生物生態国の水生生物調査を行つ

たが、その生物生態園には、荒川の本流から水を

引き込み、水流を穏や力Wこした部分があり、それ

を湾処 (ワンド)と 呼んでいる。

湾処 とは

湾処とは本来、大阪 ・淀川に固有の、川岸に

連接した大小様々な湾入部のことをいい、その由

来は明治時代にまでさかのぼる。

いわゆる 『お雇い外国人』として1873年に来日

したオランダ人土木技師 」ohannis de Rttkeの

指導のもと、1875年から淀川修築工事が始まっ

た。Rttkeは両岸からケレップ水制と呼|ずれる土

手を突き出す工事を行うたとこれは、船の航路を

維持する低水工事と、洪水時の水流を制御し、

河岸や河床を保護する高水工事を兼ねた画期的

なものであった。

その後、水待u間に堆積した土砂が幾度か洪水

によって洗掘され、現在のような止水域の湾処が

形成された。

淀川以外にも、利根川や木曽川でも同様の工

事を行ったが、淀川にのみ湾処ができあがつた。

湾処の環境 と生態

淀川の湾処は、周囲にヨシ、オギ、マコモを中

心とする抽水植物帯がある。水深は平均110～1.5

m。 底質は礫、砂、砂泥、泥などである。

このような環境は、魚類の生育にはとても都合

がよい。抽水植物帯は幼魚が大型肉食魚から身

を守る生育場所となる。また、底質の砂、泥はド

プガイやイシガイなどの二枚貝の生育に都合が良

い。さらに、ヤリタナヨやバラタナゴなどのタナヨ
・

類は、その二枚貝の体内に卵を産み付けるので、

タナゴ類の重要な産卵場所となる。

淀川の水源は日本一の湖、琵琶湖 (滋賀県)

であり、現在でも56種の魚類が生患している。そ

の下流域にある淀川では、汚染が進んだ現在もな

お55種の魚類が確認されている。湾処が 『小さな

琵琶湖』と呼ばれる所以である。

魚類の生育に都合がよいこの湾処を、各地で

人工的につくる試みがなされている。荒川生物生

態園の湾処もその一つである。

今回の調査結果は、この人工湾処の効果を知

る意味でも重要である。

(調査結果と人工湾処の効果については、次□

紹介しよう)

図 1 ケ レップ水制 図 2 ケ レップ水制による湾処の形成
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活 動 の お 知 ら せ

12月 全体定例会                 1月 全体定例会

日時 :12月 3日 (金)18:30～21:00       日 時 :1月 7日 (金)18:30～21:00

場所 :産文ホール第4会議室           場 所 :産文ホTル第4会議室

赤塚の森ボランテイア           ● 竹グループ (毎月第一土曜日午後)

0晩 秋の森の観察会              連 絡先 :猪鼻 (3933)8269

日時 :11月 20日 (土)1000～ 1230    ◎ 日時 :12月 2日 (主)1時 30分

場所 :美術館集合               場 所 :竹林前

内容 :本の実、本の肌、落ち葉から森の本の観  内 容 :竹工作にいい季節がきました。竹を切つ

察                      て めいめいで作品をつ<つ てみます。

持ち物 :図鑑、ルーベ、標不その他       持 ち物 :軍手、切り出しナイフ

◎日時 :1月 8日 (土)1時 30分

● 12月 の活動               場 所 :未定

日時 :12月 11日 (土)10:00～ 12:00.

徳丸が原公園の自然回復を考える場所 :美術館前集合

内容 :郷土資料館の薬の広場嶺で落ち葉から腐  徳 丸が原公園の水辺を回復するために現地で

葉土をつ<つ ています。通路やコンクリ 調 査じます。

一卜に落ちた落ち案を公園の土に戻すた  日 時 :12月 5日 (日)1330～

めです。推肥置き場をきれいに整備、腐  場 所 :徳丸が原公園

葉土といる生き物調査、および今年の落  連 絡先 :大西 (3938)3106      1

ち葉を積お作業をします。

連絡先 :坂不 (3579)2598         板 橋環境会議

● 12月 世話人会     1         日 時 :1月 16日 (日)1000～ 1■30

日時 :12月 11日 (土)13:30～       場 所 :エ コポリスセンター

場所 :赤塚5丁目集会所             内 容 :

●1月の活動日                 第 1分科会 荒 川の自然

日時 :1月 22日 (土)1位 00～12:00      第 2分科会  ゴ ミ

場所 :赤塚公園管理所前ベンチ         第 3分科会  地 域のエコアツプ

内容 :車地整備等ほ必要な斑定校の準備     第 4分科会 環 境Eや さしいお店の応援

01月 の世話人会                会 費 :500円

日時 :1月 22日 (土)1歓 30ん16:00      問 合せ :エコポリスセンター
(5970)5001

場所 :未定

連絡先 :坂不(3579)2598

″% 〃 ガ ' すβ


